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Ｐ２００ ７章  資料の活用 

１節  資料の傾向を調べよう 

   「役柄を決めて けいたさん、かりんさん ナレ－タ－ 読んでください。」 

    けいた  

    かりん 

    ナレ－タ－ 

 

    教科書の最後の紙コプタ－を実際に作り落下させてみる。 

    （これはかなり盛り上がる） 

    羽の長さが７ｃｍ，５ｃｍと作りみんなで競い合う。 

   「誰のが滞空時間が長いか？」 

 

Ｐ２０２ １ 度数分布 

問１                             ７ｃｍ         ５ｃｍ 

（１）滞空時間の最大の値       ２．８１       ２．３６ 

                最小の値       ２．１２       １．８６ 

 

（２）滞空時間の２秒未満の回数      ０              ６ 

 

これだけ調べても傾向は何となくつかめるが、もっとつかむにはどう整理するといいのだ

ろう？ 

□度数分布表 

ひろげよう  「ひろげようを読んでください。」   

滞空時間が２．２０秒以上２．３５秒未満の回数を比べる。 

                      ↑ 

                     階級 

 

  各階級に入る資料の個数を度数 

  階級に応じて度数を整理した表を度数分布表という。 

 

 問３ 

                            ７ｃｍ             ５ｃｍ 

（１）度数が最も多い ２．５０秒以上２．６５秒未満  ２．０５秒以上２．２０秒未満 

 

（２）２．２０秒以上      ４８回                             １６回 

                          ９６％                             ３２％ 
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□ヒストグラム 

 

  度数分布表をグラフにしたものをヒストグラムという。 

 

□度数分布多角形 

 

  ヒストグラムをさらに二つの資料をくらべやすくするために 

 ・１つ１つの長方形の上の中点を順に線分で結びます。 

  ・両端では度数０の階級があるものと考えて線分を横軸までのばす。 

  こうしてできた折れ線グラフを 度数分布多角形 といいます。 
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こうしてみると７ｃｍのカミコプタ－の方が滞空時間が長いといえます。 


